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Research Abstract

地球磁気圏プラズマにおける低周波波動の電界成分を観測するために科学衛星に搭載されている⻑さ数10m〜100mのワイヤダイポールアンテナの特性を調べるために、レオメトリ実験
を⾏った。レオメトリ実験では、⽔槽内に衛星構体及びワイヤアンテナのスケールモデルを沈め、両端⾯に設置した板状電極に交流電圧をかけて⽔槽内に均⼀電界を発⽣させて、その状
態でワイヤアンテナに誘起される電圧を測定することでアンテナの指向性や実効⻑を評価できる。昨年度は、科学衛星GEOTAILの1/100モデルとして2cmφ×2cmの円筒に全⻑1mのワイ
ヤダイポールアンテナを接続して誘起電圧を測定した結果、アンテナの指向性はほぼ理論通りの8の字型であり、また実効⻑は低周波で⻑く、⾼周波で短くなることが分かつたが、測定値
の精度及び安定性に多少問題があった。 
そこで今年度は、レオメトリの測定精度を向上させるため、ダイポールアンテナの基部にバッファアンプを挿⼊することで電圧測定器のプローブケーブルの影響を低減し、また⽔槽内の
⽔質(導電率)を安定させるために純⽔を使⽤した。全⻑30cmのワイヤダイポールアンテナをホルマル銅線で作製し、先端のみ被覆を剥して⽔と接触させた状態で実効⻑の周波数特性を測
定した結果、直流に近い低周波ではほぼ全⻑と等しくなり、数kHz以上では全⻑の約半分になった。低周波では⽔とアンテナとが導電的にカップリングすることによりダイポールアンテナ
両端のポテンシャル差が拾われ、⼀⽅⾼周波ではアンテナワイヤに定在波(三⾓分布)が載るためであると考えられる。実際の磁気圏プラズマ中でも同様のことが起こると考えられるた
め、現在まで交流電界に対しては単純に全⻑の半分(50m)であると仮定されてきたGEOTAIL衛星のワイヤアンテナ実効⻑を、周波数特性を含めて再評価する必要があると考えられる。
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